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D 37 本綿普及以前にあ- ･tる戻ヽ 氏の丸料采耕の研t>  C7  ;
イラ?  で の割 甲(; つい て　ｰ

〔(社) 日 本家 政学 会

尚 翔 壮 大　o 財 田 陽 子　 速し 海一時5-

肘 む　/ ラフサI岫 代以東 、岫 牡ｲ 主むべ 々の衣社専科 い て恥 ｀うれ-( ^ 六こいa 夫

献 心 って知ら祚 べ、
、
る,  丸恚3i席題・研児 を第白根に緩けて、調看地域 乞更に拡丸 し、

利If] の咲外 に0 明ら（ にする 八 き卵 夕（ て誘 査･ 瀕 究 ド ので凛 希 すら・

方ふ　 彫 丿叶 肌 七りは､mi 戴比心 ヽlA'瀕似地 己ii され 、あい 寸 め畿定 付 須 馴 て

つ、ソ 兪老（､u ’・ べ ず々 は）わ`らの聞さ取う訓 査乙、既調査杷に吟俸 すｂ未調査曹ic クぷ
支献 硬斯 包収､寡 ヒ 利 岬の権診 が了う。

剱果 昭和/f 午初阪痛行 、釧 主も ＼奮「 療柳原竹 」によれば`ヽザ旦八り い 苛 布の彦祀

乙あh  の でヽ現杷に赴 さ判（乃の実態^  尋わ､た乙: 列 島の人 牡り ヲアサン?のもの琵 文献

肘い れ七 るヽぐ 以 全 く知 うなヵ） だ.   又 、葛西≪球菜『’∧ 丈､あ勧植物紹目稗 』てぺ）賎

維刺 困可餌なイラクサ什 の膳物 はカラムシ以外に藤 住｡は 欠い。I 'た。う て苛 々 の彦北X. あ

るのぱ突剪乙かく熹い記述｝恥%  こ こを淳 鎔 けこ。 け べ 着勧 μ 馴こ抑メユ ＼ られi  おヅ

、如 央卸 汗 明ヤい 。よ冊 綱 査県に隣移り 児域卜 朱調 書t'あ っ敗ふ暫 ■ 郷み-  栃
木 の三県にっさ文献賓科 の収束ｔ行 球 八 ろ 、延べ刀 莫の恥 町 う付丈 い い竣 、氏を

調 を碩粁薯 、捨勿誌傷 にあいh  ぐい べづ 几 これら゛裳秤0  ̂  らエ県酋に植 かμ 紗 ゛ら

肘n.　 け べ 山饌暑l-Jヽヤ冪< 群壽 祁ヽ 零両曝北秦りり<    秘 印 机 ヽ．/＼   ラクサの澱雅Pi 用

/ハい!lでゐ つμ。この結景 わづ 群ち吸媒西村・六合冊･ 水上町・庁ゐ村 司り暴 村、擦禾県

g 九市 ■ 屎 バ 牡 劾 以体 区い て現かc 聞 ざ取 ９調崔と行 っ友。べJ:-・7 尤 色のラちか
区に食吊を碓 やヽ心 肺禾県累 ふ村湯かﾘ ・ヽ 繊維利用の痕跡*・見られ芦。
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尚 綱 短 期 大 学　 ○ 遠 藤 時 子 ， 村 田 陽 子
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中

名

最

称

も

分

機

布

け る 聞 き と り 調 査 賢 料 及 び 東 北６ 県 の 民 俗賢 料 に よ り 検 討 考 察 す る。

東 北 地 方 は 南 北 に 奥 羽 山 脈 か走 り ， 東 に 太平 洋 ， 西 に 日 本 海 が 開 け，

東 と 西 で は 気 候・ 風 土 は 勿 綸. 生 活 文 化 も 異 な る 。 宮 城 県 は 太 平 洋

通 の 中 心 地 とし て 東 北 地 方 の中 枢 的 役 割 を 担 っ て 発 展 し て い る 。

着 下 衣 の 種 類 は， 股 引 ・ 股 引 も ん ぺ ・ も ん ぺ・ も ん ぺ 型 ゆ き は か ま･

。 ゆ き は か ま の形 態 は 膝 上 が 袴型 で ， 膝 下 は 股 引 の 様 に 脚 部 に 密 着

節 す る 。 股 割 れ の 股 引 に 比 べ 腰 廻 り の ゆ る み が 多 く 上 着 や 下 着 を 着

用 と し て 特 に女 子 に 好 ま れ た。 同 型 の も ので も 他 に ハ カ マ・ タ ッ ツ

ッ コ ハ カ マ，な ど の 呼 称 が 若 干 あ る 。 ゆ き は か ま の 分 布 は 北 西 の 山 間

山

は

称

い 。

麓 に 見 ら れ， 名 称 の 通 り 積雪 地 域 に 用 い ら れ て い る 。 こ の ゆ き は

タ チ ツ ケ と 同 じ 前 二 布 に 後二 布 の 短 小 型 に 属 す る 。 民 俗賢 料 に よ

青 森・ 岩 手 ・ 山 形・ 福 島 で は サ ル ハ カ マ や タ ッ ツ ケ で ， 秋田 県 は

で あ る 。 県 外 に お い て は ， タ チ ツ ケ 型 の も のを ゆ き は か ま と 称 し

袴 と いう 名 称 に 特 に 拘 り を 見 せ て い て ， こ れ は 宮 城 県 独 自 の 呼 称


